
校長 冨士 篤也

令和２年度も残り１ヵ月を切りました。新型コロナウイルス
感染を心配し始めて１年余りが過ぎましたが，引き続き，自分
たちができる，３密回避とマスク着用や手洗いなどの感染対策
を行っていきましょう。
さて，私立高等の試験も終わり，残すは，公立高等学校だけ

となりました。そこで，全校生徒の皆さんに中国のことわざを
紹介します。この『人事を尽くして，天命を待つ』とは，「自
分の全力をかけて努力をしたら，その後は静かに天命に任せ
る」と辞書にあります。この言葉は，決して神頼みの言葉では
ありません。結果が見えにくい状況の時やゴールまであと少し
という状況でよく使われます。自分の夢や目標に向かって日々
の生活の中でベストを尽くしていけば，着実に前進し，必ず実
を結ぶものであるということです。たとえすぐにその願いが叶
わないことがあったとしても，簡単に諦めず粘り強く努力を続
けていけば，その先に自分の進むべき道がおのずと見つかるは
ずです。更に言えば，入試で結果は出ますが，それは一つのゴ
ールであると同時に，途中であり，そこから，新たなスタート
が始まることも事実なのです。
＜卒業を迎える３年生＞
３４名の３年生のみなさん，いよいよ卒業です。中学校に登

校するのもあと２週間程度となりました。３年生として中学校
生活を過ごせる日も残りわずかとなり，これまでの様々な想い
が駆けめぐっているのではないでしょうか。いつもそばに居て
くれた友達をはじめ，学級担任や３年部の先生，教科指導や部
活動で関わりがあった先生方と話せる時間も限られています。
名残惜しいとは思いますが，これまでの自分の成長に自信をも
つとともに，これからの新生活に夢や期待を抱いて過ごしても
らいたいと思います。
＜1・2年生のみなさん＞
この１年間，龍南中学校を引っ張ってくれた３年生が卒業を

迎えます。その３年生が主役となる卒業証書授与式は，１年間
の中で最も重要な儀式的行事であり，３年生にとって一生に一
度しかないのです。３年生のみなさんがこの３年間の素晴らし
い思い出を胸に気持ちよく巣立って行くことができるようにし
っかりと協力してもらいたいと思います。それを３年生へのこ
れまでの感謝の気持ちを表す大切な場としましょう。
また，この３月は，別れ（卒業）の月というイメージがあり

ますが，新年度を迎えるための大切な月でもあります。あと１
ヵ月もすれば，新入生を迎え入れ，現２年生は最上級生に，現
１年生は中学校生活で後輩ができます。これまで以上に，自分
で考え，自分で判断し，自分で実践する力を磨いていきましょ
う。 がんばろう！龍南中生！

「 今，思うこと 」

龍郷町短歌・俳句・川柳コンクール
＜川柳の部＞ ＜俳句の部＞
学校賞 優秀賞

龍南中学校 森 はるな 3-1
優秀賞 安山 慧 2-1

加藤 竹虎 3-1 入選
入選 白畑 大地 2-1

重田 明 2-1 堅山 玲未 2-2
太利 なごみ 2-1 奨励賞
龍 丞一朗 3-1 白畑 大地 2-1

奨励賞 榮 航汰 2-１
榮 乃愛 1-1 勝田 千尋 2-1
勝 莉乃 1-1 佐々木 奏 2-2
川島 芽育 2-1
重原 優哉 2-2
松元 穏 2-2

＜短歌の部＞
優秀賞

箕輪 ゆりあ 2-1
入選

勝元 綺子 3-1
山元 楓 3-1
節和 深愛 2-1

奨励賞
大野 友香 1-1
柳田 心菜 2-2
太利 なごみ 2-1

「２月の表彰等」龍郷町立龍南中学校学校便り

令和３年３月８日号

龍風
日 曜 行 事 等

3 /1 月 安 全 点 検 日

2 火 生 徒 朝 会

5 金 Ｐ Ｔ Ａ 理 事 会

9 火 公 立 入 試 ① （ 国 ・ 理 ・ 英 ）

職 場 体 験 学 習 （ 2年 ， ～ 10日 ）

10 水 公 立 入 試 ② （ 社 ・ 数 ・ 面 接 ）

11 木 ク ラ ス マ ッ チ

14 日 家 庭 の 日 (ノ ー 部 活 動 デ ー )

1 5 月 卒 業 式 予 行 ・ 準 備

1 6 火 第 73回 卒 業 式

1 7 水 公 立 合 格 発 表

1 9 金 第 3回 学 校 評 議 員 会

20 土 (祝 )春 分 の 日 ， 青 少 年 育 成 の 日

22 月 生 徒 会 専 門 部 会

23 火 生 徒 朝 会

2 5 木 修 了 式 ， 美 化 作 業 ， 辞 任 式

2 6 金 小 中 連 絡 会

2 7 土 Ｐ Ｔ Ａ 送 別 会 （ 中 止 ）

3 月の主な行事予定

「置かれたところこそが今のあな
たの居場所なのです。咲けない時は
根を下へ下へと降ろしましょう。」
「時間の使い方は，そのままいのち
の使い方なのですよ。置かれたとこ
ろで咲いていてください」
日々過ごす中で，「こんなはずじ

ゃなかった」と思うことが，次から
次に出てきます。そんな時にも，そ
の状況の中で「咲く」努力をしてほ
しいのです。
しかし，どうしても咲けない時も

あります。雨風が強い時，日照り続きで咲けない日，
そんな時には無理に咲かなくてもいい。その代わりに
根を下へ下へと降ろして，根を張るのです。次に咲く
花が，より大きく，美しいものとなるために。
現実が変わらないなら，悩みに対する心の持ちよう

を変えてみる，そんなヒントを与えてくれる本です。
いい出会いにするためには，自分が苦労をして出会

いを育てなければなりません。心にポッカリ開いた穴
から，これまで見えなかったものが見えてくることも
あるかもしれません。願いには叶わないものもありま
すが，大切なのは希望を持ち続けることです。
「ていねいに生きる」とは・・・。いろいろと考え

させられ，生きる方向性を指し示してくれるそんな本
です。

春に読みたい一冊




